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模な過程に関する研究をAGIの期間中に行う事も有釜

であろちが，この第一義的な研究に献ぐべき努力がこの

研究を行う事によって妨げ，られない限りにおいてのみ行

わるべきである．

　（12）　この計画に対して高厨観測の必要性は非常に大

きいので，高暦観測網が木充分である地域に新しく観測・

一所を追加設立しよろという提案はいかなる提案も強力に

支持されねばならない．

　わが国でも学術会議の中に国際地球物理年特別研究連

絡委員会が設立され，長谷川万吉教授を委員長に，永田

教授を主任幹事として，川畑（気象）吉松（地磁気）古

畑（夜光）青野（電離暦）畑中（太陽）宮崎（宇宙線）

宮地（経緯度）の諸氏が幹事となって計画の推進と調整

および連絡に当っているが，気象は上のWHOの勧告の

線に沿って，世界の重要な断面の一つである1400Eに沿

ろ地域の観測を逐行する責任を果すべく，之に必要な観

測計画の立案とその推進を図っている．

　そして今迄に明らかにされた主要な計画としては，

．（1）140・E線に沿5わが国の高層観測網の穴を根室，

八丈島および鳥島に高暦観測所を新設する事によって充

填し，既設の高暦観測所の強化とによって50mb以上の

高さの上高暦観測を逐行すること，（2）世界日には主要

地点で10mb以上の観測を逐行すること，（3）札幌，

舘野，鹿児島，鳥島及びマーカス島でオゾソ厨観測を開

始すること、（4）札幌，秋田，舘野，米子，鹿児島，鳥島

で夜聞輻射の観測を新たに始める事を最重点的なものと

して，更に出来れば航室機等による水蒸気および空中電

気に関する特別観測を実施する事等があげられている・
／

　　　　　　　　　　　　　　　　　（中央気象台）

　　　　　土’壌水分観測
　　　　　　　　　　　日　下　．部　正　雄

　土壌水分観測は農業気象の立場から重要なので，WM

Oは，各国がこの観測を行ろと共に，土壌水分の連続

自記装置の研究を進めることを勧告している．しかし19

54年8月Torontoで開かれた測器及び観測法專問委

員会における報告をみても，各国ともまだこれという土

壌水分観測法は確立していないようである．次にその概

要を紹介しよろ．

　インド　地中温度計の球部に巻いてあるコイルに一定

の電流を一時的に通じた時に，温度が50C上昇するに

要する時間の秒数が，土壌水分と高度の相関があること

を利用する迅速測定法を実施して居り，この測器は携帯

用のものも研究中である．

　オランダ土壌の熟傳導度が土壌水分によって異るこ

とを利用して測定している．熱傳導度を測定するには，

、加熟用電線と熟電対を含む直径0．15cm，長さ約15cm

’の受感部を土壌中に水李に埋設し，加熱電流を一定時聞

32
、

へ

tの聞流した後，温度上昇丁をガノし1パで測定する・土壌

の熱傳導度はTとIogtをプロットして得られる直線の

傾斜から求め，土壌水分と熟傳導度との関係は，実験室

で求めた検定曲線による．なおテソシオメーター法や石・

膏塊法も用いられている．

　イギリス　イギリスの農学者は野外におげる土壌水分

観測は，実験室におけるそれとは全く別個のもので，こ

の観測が困難であるのは，主に土壌水分が地点により差

が大きいことによるものであることを指摘している．こ

の変異性は土壌が乾燥している時に最も著しく，土壌が

飽和に近い時以外は，試料採取による誤差が観測精度を

支配している．

　ウルガイ　土壌水分，滲透および表面流去の研究には

Hydroedafimeterを用いる．これは金網で作った円筒

襯醜点の土壌を乾燥して充虞したものである・まず鎮

これを水中に置いて，土壌が飽和した時の重量を求め，

次にこれを完全に乾燥した時重章を求める．Hydro－

edafimeterを地中に埋設し，その重量豪化から土壌水

分を求める．

　アメリカ　電気抵抗により土壌水分を測定するが，多　　　、

孔質（普通石膏を用いる）のブロックを土壌中に埋設し・

このブロックに包藏された2電極間の抵抗を測定する．

電気抵抗と土壌水分の関係は，実験室で求めた検定曲線

によるが，瞼定曲線は斉種の土性および種々の温度につ

いて求めておかねばならない．この方法による時はなお

次の点に注意しなければならない．

　1　土壌水分の変化とブ・ックの水分変化との時間的

おくれ．土壌が湿っている場合，抵抗の変化が土壌水分

の変化に迫随しているか．

　2　ブ・ックの化学的安定性と，その機能の低下

　3　土壌とブロックの聞の電気的接触

　4　瞼定曲線の時間的安定性　　　　　　　　　　　　・飾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘硬
　アメリカでは土壌水分観測は農業方面では灌瀧の計画

ならびにその実施に利用され，水理学では地下水流動¢）

研究に，河川の流量予報では滲透，表面流去に関係ある

土壌状態を示す指標として用いられる．

　WMOでは土壌水分の蓮続自記装置が完成するまで

は，試料を掘り取って観測することとし，深さ10㎝お

よび20cmは5日ごと，深さ50cmおよび1mは15日ご

とに観測することを勧告している．

　日本の土壌水分のルーチソ観測に，中央気象台産業気

象課が昭和16年より布佐出張所で1日3回の観測を行

ったのに始まる．この観測は約2年で載雫の犠牲となっ

て中止された．絡職後大和田出張所において再開し産業　　・

気象課の実験室が柏に移転するまで継続した・現在は中

央気象台（柏において）広島地方気象台および宇都宮測　　　　、

候所（黒磯において）が行っている・いず訓も所定の深、

さの土壊を掘り取って観測して》る・（中央気象台〉’
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